
No. 研究テーマ 事業の概要 実施期間

1 数理モデルを用いた感染症の
発生動向解析手法の確立

インフルエンザや腸管出血性大腸菌など、岐阜県内にて発生する各種感染症の
発生動向について、数理モデルを用いた疫学調査データの解析手法の確立を目
指す。

R3年度
～

R6年度
2 岐阜県の健康課題解決に向

けた県民栄養調査解析
令和４年度県民栄養調査結果を活用し、疾病に関与する栄養成分、生活習慣を
定量的に評価、因果関係を分析し、得られた知見を岐阜県の健康関連施策や保
健医療現場における栄養、生活習慣指導に活用することで、県民の健康増進に
資する。

R6年度
～

R8年度

3 環境中に存在するレジオネラ
属菌の分布状況調査と患者由
来株との比較解析

レジオネラ症患者の感染源として浴用施設が挙げられるが、実際には調査を実施
しても浴用施設の利用歴がない場合も多く、感染源不明の事例が多数存在する。
浴槽水以外の感染源として近年、自然環境中でエアロゾルの発生源となりうる公
園の噴水等の修景水やアスファルト上の水たまりが注目されている。県下におけ
る浴槽水以外の環境中のレジオネラ属菌の実態を示すデータはないことから、調
査を実施することによって実態を把握し、分離された株を患者由来株や浴槽水由
来株と比較することで環境水からのレジオネラ属菌への暴露リスクを明らかにし、
レジオネラ症対策に寄与する。

R6年度
～

R8年度

4 県内に流通する食品の食中毒
菌汚染実態調査及び食品由
来の薬剤耐性菌の出現実態
調査

細菌性食中毒の原因の１つとして、食中毒菌に汚染された食品を摂取したことに
起因する事例が後を絶たない。本研究では、食品ごとの食中毒菌の汚染実態の
把握を目的とし、県内に流通する食品について細菌性食中毒の主な起因菌であ
る腸管出血性大腸菌、サルモネラ属菌、カンピロバクター属菌、下痢原性大腸菌
の検査を行う。食品ごとの食中毒菌汚染状況を公開することで食中毒発生の未
然防止につなげる。さらに、HACCPに基づく食品リスク評価に用いる基礎データと
して活用する。食品由来の菌株について薬剤耐性菌出現の実態調査を行うことで
食品健康影響評価の一助とする。さらに、サルモネラ属菌検出の可能性を迅速に
推定するために、遺伝子スクリーニング法の導入を試みる。

R4年度
～

R6年度

5 カンナビノイドの分析方法に関
する検討

県内に大麻栽培地域がある。大麻乱用防止のため、県では平成13年から大麻行
政検査を実施し、基準値を超す幻覚作用成分を含有する雌株の種子処分を継続
している。約１か月で結果を出すことが求められているが、１検体に要する時間が
長いうえ多検体であることから約２か月要しているのが実情である。今後、更に検
体数が増加することが見込まれる。
そこで、従来の検査方法を改変し、正確性を損なうことなく検査時間を短縮する分
析方法を検討する。

R4年度
～

R6年度

6 岐阜県内河川における放射能
濃度に関する研究

河川水の放射能測定を実施し、過去のデータとの関係などを解析し地域特性を
把握する。また底質中の放射能濃度についても分析する。それにより、岐阜県内
の放射能濃度について基礎的なデータが得られ、県民の環境と健康を守るため
の資料とし、緊急時においては岐阜県の通常の状態を示す指針とすることが出来
る。

R4年度
～

R6年度

7 大気中の多環芳香族炭化水
素キノン類と多環芳香族炭化
水素類の関係性について

全国的に光化学オキシダント（Ox）の環境基準達成率はほぼ０％であり、岐阜県
も同様に環境基準達成率は近年０％と極めて低い達成状況である。大気中の多
環芳香族炭化水素（PAH）キノン類は光化学Ox発生原因の解明や、長距離輸送、
中長期的な評価の指標として、有用である可能性が先行研究で示唆されている。
本研究では、前期研究で調査したPAHキノン類の分析結果に加えて、PAHキノン
類の前駆物質であるPAHsを分析し解析することで、大気中でのPAHキノン類の二
次生成について考察することを目的とする。

R5年度
～

R7年度

8 GC/MSデータベースを活用し
た化学物質モニタリングに関
する研究

本研究は、R4年度までに構築した災害等緊急時に適応可能なGCMSデータベー
スを用いて、県内河川(木曽川等)の化学物質についての網羅分析を実施し、平常
時における化学物質の濃度レベルを把握することを目的とする。加えて、季節変
動や降水の影響についても検討する。

R5年度
～

R7年度

9 効果的なマトリックス除去法を
導入した農産物中の残留農薬
一斉分析法の開発

本研究では、夾雑成分（マトリックス）を多く含む茶の残留農薬一斉分析法
を新規に開発することを目的とする。茶に高濃度で含まれるカフェイン等を
不溶性の沈殿として除去する処理を追加し、既存の通知一斉試験法（通
知法）に組み込むことにより、分析法を新たに構築する。また、茶以外の農
産物全般の通知法は、抽出や精製に使用する有機溶媒量が多く、前処理
操作も煩雑である。そこで、抽出法として欧米で主流となっている
QuEChERS法を、精製法として小型固相抽出カートリッジを用いた自動前
処理を導入することで、精度の高い分析法を検討する。

R5年度
～

R6年度

10 食品の異臭事案における検査
プロセスの構築

食品の異臭事案発生時に、苦情食品並びに主訴から推定される原因物
質ごとの最適な前処理方法（異臭成分の抽出、濃縮条件）を検討する。ま
た、異臭の原因となり得る代表的な物質のGC/MSにおける測定条件を検
討し、収集、蓄積したデータをデータベース化する。得られた知見をもと
に、異臭苦情に対する包括的な検査プロセスを確立し、原因物質の特定
により効果的な再発防止指導に繋げる。

R4年度
～

R6年度

令和6年度　地域密着型研究課題


